
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

感染症情報 
5/22～6/18 

前

回 

今

回 

アデノウィルス 0 8 

溶連菌感染症 

感染性胃腸炎 

 

3  3 

 
感染性胃腸炎 

 

72 

 

136 

水痘（水ぼうそう） 1 

 

 0 

手足口病 3 

 

 

1 

RSウィルス 3 

 

 

34 

突発性発疹 9 

 

15 

りんご病 0 

 

 

0 

ヘルパンギーナ 22 28 

キャンピロバクター 0 

 

0 

ヒトメタニューモ 0 

0140 

0 

インフルエンザ A 9 40 

おたふく風邪 0 

 

1 

「熱がある・・」 

娘の LINE に慌てる私達夫婦。 

電話をかけると泣きそうな声で 

昨日から頭が痛いという。 

「すぐに帰ってきなさいっ」 

電話を切ったあとお粥をつくったりリンゴを買

ってきたり対応に追われるワタシ。具合が悪い中

福岡から一時間運転し、疲れ切って帰宅した娘に

とにかく点滴をする。熱も高い。「何も食べてな

い、食欲ない」というが「食べたら治るんだよ」

私はただの母親となり娘を看病する。あまり食べ

られないなら小さなお椀で。 

娘のお食い初めのお椀を食器棚 

の奥から出してきて久しぶりに 

お粥を注いだ。 

寝ている娘にフーフーしながらお粥を口に運ん

だら、か細い声で「美味しい・・」という。 

子どもが一口食べることがこんなも嬉しいなん

て。「でしょう！食べたら治るんだよ」私は連呼

する。昔むかし、小さい口に小さいおさじで離乳

食を口に運んだことが懐かしい。歯茎だけでモグ

モグした赤ちゃんの娘も、今、目の前の髪がぼさ

ぼさの娘も同じくらい可愛いに決まっている。 

 

ごっくん！ 
４コマまんが 

作・絵 

ちえこ＆きみこ 

弁天の物産館に植木のスイカ

がたくさん並ぶようになりま

した。スイカ好きの私は冷蔵

庫にスイカがあるだけでご機

嫌です！種を取り、サイコロ

カットされ、巨大なタッパー

に入ったスイカは池澤家の風

物詩。益々熱くなる夏をスイ

カで乗り越えたいです。皆さ

んの夏の風物詩もお聞かせく

ださいね。  院長 池澤滋 

「
小
指
の
骨
折
シ
リ
ー
ズ
②
じ
ゃ
ん
け
ん
グ
ー
♬
」 

２
月
に
小
指
を
骨
折
し
、
や
っ
と
つ
な
が
っ
た
ら
し
い
の
で
す
が 

ま
だ
じ
ゃ
ん
け
ん
が
で
き
ま
せ
ん
          

「誰かがいるって幸せなことだね・・」 

娘がまたか細い声でつぶやいた。 

1人暮らしをはじめて、病気になって 

やっとわかったか・・・。 

お食い初めをしたあの日。白い赤ちゃん用のド

レスを着て、祖父母が娘の名を入れた赤い漆の

お椀をプレゼントしてくれ生まれて 

はじめての「おもゆ」を口に含んだ。 

あれから２４年も経ったけれど、まだこうして

小さなひとさじを口に運んで「ごっくん」して

くれたことに至上の喜びを感じている。私達の

リビングには、今 91 歳になる父が娘に初めて

のおもゆを口に運ぶその瞬間の写真があるほど

だ。 

咳が止まらず背中をさする日も、熱が下がらず

眠れない夜も。小さな赤ちゃんから大人になる

まで、何度も病気をしてきた。それでも子育て

はたくさんの喜びと温もりと優しいエピソード

に包まれ私達夫婦の人生を彩る。 

まだ見ぬ誰かが、いつか娘の 

看病をしてくれるその日まで 

もう少しお母さんをさせて欲しい。 
文責 池澤千恵子 
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